
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

落

札

者

等

の

決

定

デ

ジ

タ

ル

推

進

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

担

当

課

（

室

）

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

目

次

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

規

則

】

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

危

機

管

理

課

○

〃

〃

則

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

用

度

課

○

知

事

の

職

務

代

理

者

を

指

定

す

る

規

則

の

一

部

人

事

課

○

〃

警

察

本

部

会

計

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

住

宅

課

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

則

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

【

訓

令

】

【

岡

山

県

市

町

村

職

員

共

済

組

合

】

○

岡

山

県

副

知

事

の

主

と

し

て

担

当

す

る

事

項

行

政

改

革

推

進

室

（

県

例

規

集

登

載

）

○

令

和

六

年

度

決

算

の

要

旨

岡

山

県

市

町

村

職

員

共

済

組

合

【

告

示

】

○

県

漁

港

施

設

の

指

定

水

産

課

○

港

湾

施

設

の

指

定

の

一

部

改

正

港

湾

課

○

許

認

可

事

務

等

標

準

処

理

期

間

要

綱

の

一

部

改

住

宅

課

正

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

電

線

共

同

溝

を

整

備

す

べ

き

道

路

の

指

定

〃

○

徴

収

事

務

の

委

託

警

察

本

部

会

計

課

【

公

告

】

岡

山

県

公

報

令和７年６月２７日 第１２７１３号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
三
危
機
管
理
課
の
部
３
の
項
５
中
「

4
9

」
を
「

4
9

」
に
改
め
、
同
項

中

第
条

第
条
第
１
項

21

「

8
6

」
を
「

8
6

」
に
改
め
、
同
項

中
「

8
6

」

第
条
の
９
第
２
項

第
条
の
９
第
３
項

第
条
の
９
第
３
項

22

第
条
の
９
第
４
項

第
条
の
９
第
４
項

第
条
の
９
第
６

を
「

8
6

」
に
改
め
、
同
項

中
「

8
6

」
を
「

8
6

23

」
に
改
め
、
同
項

中
「

8
6

」
を
「

8
6

1
2

」
に
改
め
、
同
項

中

項
第

条
の
９
第
９
項

第
条
の
９
第

項

24

25

「

8
6

1
2

」
を
「

8
6

1
6

」
に
改
め
る
。

第
条
の
９
第

項
第

条
の
９
第

項

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
一
号 

 

知
事
の
職
務
代
理
者
を
指
定
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

知
事
の
職
務
代
理
者
を
指
定
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
職
務
代
理
者
を
指
定
す
る
規
則
□
令
和
三
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
六
号
□
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
□ 

 

第
一
条
中
□
上
坊 

勝
則
□
を
□
尾
﨑 

祐
子
□
に
改
め
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
□
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
住
宅
課
の
部

の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11
２

残
置
物
処
理
等
業
務
の
認
可
等
に
関
す
る
こ
と

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に

（

対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

令
和
６
年
法
律
第

号
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

改
正
法

と

（

4
3

「

」

。

。

い
う

。
）

（

）

○

(1)
支
援
業
務
の
種
別
の
変
更
の
認
可

改
正
法
附
則
第
３
条
第
２
項

（

）

○

(2)
残
置
物
処
理
等
業
務
規
程
の
認
可

改
正
法
附
則
第
３
条
第
４
項

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
訓
令
第
六
号

庁

中

一

般

出

先

機

関

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項

副

知

事

担

当

事

項

笠
原
副
知
事

危
機
管
理
課
及
び
消
防
保
安
課
並
び
に
総
合
政
策
局
、
環
境
文
化
部
、
産
業

労
働
部
及
び
土
木
部
に
関
す
る
事
項

尾
﨑
副
知
事

総
務
部
、
県
民
生
活
部
、
保
健
医
療
部
、
子
ど
も
・
福
祉
部
、
農
林
水
産
部

及
び
出
納
局
に
関
す
る
事
項

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
関
係
訓
令
の
廃
止
）

（

）

、

。

２

岡
山
県
副
知
事
の
主
と
し
て
担
当
す
る
事
項

令
和
六
年
岡
山
県
訓
令
第
二
号

は

廃
止
す
る

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号

岡
山
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
県
漁
港
施
設
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

漁
港
名

施
設
名
称

位

置

又

は

区

域

数

量

呼
松
漁

小
型
船
舶

倉
敷
市
呼
松
二
丁
目
一
一
五
〇
番
地
先

三
一
二
・
〇

港

係
留
施
設

メ
ー
ト
ル

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
号

（

）

、

昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
八
百
十
九
号

港
湾
施
設
の
指
定

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

「

玉
野
市
玉
一
丁
目
二
八
七
〇
番
四
一
地

六
三
九
メ
ー
ト
ル

表
宇
野
港
の
項
中

先
及
び
同
宇
野
四
丁
目
一
番
二
二
八
地

を

先

」

「

玉
野
市
玉
一
丁
目
二
八
七
〇
番
四
一
地

六
三
九
メ
ー
ト
ル

先
及
び
同
宇
野
四
丁
目
一
番
二
二
八
地

先

に
改
め
、
同
表
水
島
港

玉
野
市
向
日
比
二
丁
目
三
番
地
先

四
四
二
メ
ー
ト
ル

」

「

の
項
中

を

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
新
湊
八
二
三
〇
番

五
〇
四
・
五
メ
ー
ト
ル

三
地
先

」

「

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
新
湊
八
二
三
〇
番

五
〇
四
・
五
メ
ー
ト
ル

に
改
め
、
同
表
牛
窓
港

三
地
先

倉
敷
市
南
畝
一
丁
目
一
番
地
先

四
八
五
・
〇
メ
ー
ト
ル

」

「

の
項
中

を

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
三
〇
二
二
番
地

三
二
メ
ー
ト
ル

先

」

「

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
三
〇
二
二
番
地

三
二
メ
ー
ト
ル

先

に
改
め
る

小
型
船
舶

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
一
三
〇
番
二
九

一
五
一
メ
ー
ト
ル

係
留
施
設

地
先

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
二
九
八
一
番
地

四
〇
メ
ー
ト
ル

地
先

」

。

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号

許
認
可
事
務
等
標
準
処
理
期
間
要
綱
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

別
表
土
木
部
の
部
住
宅
課
の
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
二
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

49

51

46

48

45

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

支
援
業
務
の
種
別
の
変
更
の
認
可

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

令
和
６
年
法
律
第

号
日

4
6

（

4
3

）

3
0

附
則
第
３
条
第
２
項

日
4
7

3
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

残
置
物
処
理
等
業
務
規
程
の
認
可

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
３
条
第
４
項

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 
 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
□ 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
□ 

 
 
 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

芳
井
油
木
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

 

二 

路 

線 

名 

一
七
九
号 

三 

道
路
の
区
域 

   

  

井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
開
田
上
八
二
番
八
地

先
か
ら 

井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
上
田
九
一
番
一
地
先

ま
で 

井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
開
田
上
八
二
番
八
地

先
か
ら 

井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
上
田
九
一
番
一
地
先

ま
で 

 

区 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
域 

旧 新 
新
旧

別 

四
・
〇
□ 

一
二
・
〇 

五
・
八
□ 

一
七
・
〇 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

一
六
七
・
七 

一
六
七
・
七 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

  

美
作
市
江
見
字
丹
花
地
蔵
ノ
西
四
八
六
番
一
地

先
か
ら 

美
作
市
川
北
字
高
本
溝
ノ
上
屋
敷
一
六
八
一
番

一
地
先
ま
で 

 

美
作
市
江
見
字
丹
花
地
蔵
ノ
西
四
八
六
番
一
地

先
か
ら 

美
作
市
川
北
字
高
本
溝
ノ
上
屋
敷
一
六
八
一
番

一
地
先
ま
で 

 

区 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

域 

旧 新 

新
旧

別 

九
・
四
□ 

一
四
・
六 

一
三
・
五
□ 

二
一
・
三 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

九
三
・
八 

九
三
・
八 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号 

 
 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
□ 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
□ 

 
 
 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
道 

道

路

の

種

類 

芳
井
油
木
線 

路

線

名 

井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
開
田
上
八
二
番
八
地
先
か

ら 井
原
市
芳
井
町
西
三
原
字
上
田
九
一
番
一
地
先
ま
で 

 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
七
年
六 

月
二
十
七
日 

供
用
開
始

年

月

日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号 

 

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
□
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
□
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
□
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 
名  
玉
野
福
田
線 

三 

指
定
の
区
間 

 

  

倉
敷
市
福
江
字
山
王
五
三
二
番
一
地
先
か
ら 

倉
敷
市
広
江
七
丁
目
一
七
九
八
番
二
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

間 

一
六
八
〇
・
〇 

延
長
□
ｍ 

□ 

上
り
線 

指

定

の

部

分 

令和７年６月２７日　岡山県公報　第１２７１３号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
徴
収
の
事
務
を

次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

岡
山
県
内
の
各
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
手
数
料
に
係
る
徴
収
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

岡
山
県
内
の
各
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
徴
収
す
る
手
数
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在
地

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
交
通
安
全
協
会

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
興
業
株
式
会
社

岡
山
市
中
区
清
水
四
一
八

株
式
会
社
モ
ト
ヤ
エ
デ
ュ
ケ
イ
ツ

倉
敷
市
中
島
二
二
三
六
―
一
〇
〇

株
式
会
社
大
和

兵
庫
県
姫
路
市
書
写
二
〇
八
一
―
三

株
式
会
社
岡
山
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
土
田
三
二
〇

株
式
会
社
ク
ラ
ボ
ウ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

倉
敷
市
北
浜
町
六
番
一
号

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

千
葉
県
市
原
市
八
幡
海
岸
通
一

株
式
会
社
旭
東
自
動
車
教
習
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆
田
一
〇
八
三
番
地

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

高
梁
市
正
宗
町
一
九
〇
五

学
校
法
人
津
山
基
督
教
学
園

津
山
市
沼
一
二
四

株
式
会
社
勝
英
自
動
車
学
校

勝
田
郡
勝
央
町
平
一
二
二
七
番
地
の
六

株
式
会
社
稲
荷
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
北
区
小
山
五
四
四

株
式
会
社
新
見
自
動
車
教
習
所

新
見
市
西
方
二
九
二
九
番
地
の
二

株
式
会
社
総
社
自
動
車
教
習
所

総
社
市
秦
五
六
九

株
式
会
社
岡
山
も
も
た
ろ
う
自
動
車
学
校

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
三
番
二
五
号
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四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

自
動
車
教
習
所
の
名
称

自
動
車
教
習
所
の
所
在
地

岡
山
自
動
車
学
校

岡
山
市
中
区
円
山
六
四
六

備
前
自
動
車
備
前
教
習
所

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
三
番
二
五
号

倉
敷
自
動
車
学
校

倉
敷
市
中
庄
一
八
二
二

倉
敷
自
動
車
教
習
所

倉
敷
市
中
島
二
二
三
六
―
一
〇
〇

大
和
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
海
吉
一
四
二
四

備
前
自
動
車
岡
山
教
習
所

岡
山
市
中
区
清
水
四
一
八

岡
山
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
土
田
三
二
〇

ク
ラ
ボ
ウ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

倉
敷
市
北
浜
町
六
番
一
号

玉
野
自
動
車
教
習
所

玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地
の
一

旭
東
自
動
車
教
習
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆
田
一
〇
八
三
番
地

高
梁
自
動
車
学
校

高
梁
市
高
倉
町
田
井
一
四
六
七
番
地
の
五

沼
自
動
車
学
校

津
山
市
沼
一
二
一

勝
英
自
動
車
学
校

勝
田
郡
勝
央
町
平
一
二
二
七
番
地
の
六

笠
岡
自
動
車
学
校

笠
岡
市
十
番
町
一
番
二

津
山
自
動
車
学
校

津
山
市
林
田
六
二
五

稲
荷
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
北
区
小
山
五
四
四

真
庭
自
動
車
学
校

真
庭
市
目
木
一
四
四
七
番
地

新
見
自
動
車
教
習
所

新
見
市
西
方
二
九
二
九
番
地
の
二

倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
自
動
車
学
校

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
九

新
倉
敷
自
動
車
学
校

倉
敷
市
玉
島
勇
崎
一
一
四
一

岡
山
も
も
た
ろ
う
自
動
車
学
校

岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
三
番
二
五
号
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倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
大
型
自
動
車
学
校

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
九

備
前
自
動
車
教
習
所

備
前
市
大
内
九
四
六
番
地

五

委
託
の
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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□
二
八
五
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

調
達
件
名
及
び
予
定
数
量 

 
 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
オ
フ
□
ス
ソ
フ
ト
ウ
□
ア
ラ
イ
セ
ン
ス
調
達 

一
〇
□
一
四
〇
式 

二 

契
約
期
間 

    

令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
六
月
三
十
日
ま
で 

三 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
七
年
六
月
十
一
日 

五 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
大
塚
商
会
広
島
支
店 

 
 

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
四―

二
五 

六 

落
札
金
額 

(1) 

単
価
八
一
九
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
四
円
□ 

(2) 

単
価
五
九
□
九
二
八
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五
□
四
四
八
円
□ 

七 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

 
 

一
般
競
争
入
札 

八 

入
札
公
告
日 

 
 

令
和
七
年
五
月
二
日 
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□
二
八
六
□
土
地
改
良
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
□
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
□
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

吉
井
川
下
流
土
地
改
良
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

退
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

退
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住 
 

 

所  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

  

武
久 

顕
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
庄
田
一
一
六
四 

 
   

 
 

 
 

  

理 

事 
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□
二
八
七
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次

の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭

町
□
美
作
市
及
び
勝

田
郡
奈
義
町
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
航
空
レ
□
ザ
□
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
同
年

十
一
月
二
十
八
日
ま
で 

測

量

期

間 
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□
二
八
八
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
三
須
字
才
ノ
神
一
二
三
〇
番
八 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
駅
南
一
丁
目
三
二
番
地
二
ヴ
□
エ
ン
ト
三
〇
五 

髙
田 

陽
平 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
二
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
六
号 
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□
二
八
九
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
延
西
三
六
一
番
一
□
三
六
三
番
□
三
六
四
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
宿
一
六
三
三
番
地
一 

渡
邊 

一
郎 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
二
月
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
八
〇
号 
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    １
 

調
達

内
容

 

(
1
)
 
購

入
物

品
名

及
び

数
量

 

３
Ｄ

Ｘ
線

顕
微

鏡
 

１
式

 

 
(
2
)
 
購

入
物

品
の

特
質

等
 

 
 

 
 

入
札

説
明

書
及

び
機

器
規

格
仕

様
書

（
以

下
「

入
札

説
明

書
等

」
と

い
う

。
）

に
よ

る
。

 

 
(
3
)
 
納

入
期

限
 

令
和

８
年

２
月

2
7
日

（
金

）
 

 
(
4
)
 
納

入
場

所
 

入
札

説
明

書
に

よ
る

。
 

 
(
5
)
 
入

札
方

法
 

入
札

金
額

は
、

調
達

物
品

の
本

体
価

格
の

ほ
か

、
輸

送
費

及
び

入
札

説
明

書
等

に
記

載
す

る
作

業
等

納
入

に
要

す
る

一
切

の
諸

経
費

を
含

め
た

額
と

す
る

。
な

お
、

落
札

決
定

に
当

た
っ

て
は

、

入
札

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
に

当
該

金
額

の
1
0
0
分

の
1
0
に

相
当

す
る

額
を

加
算

し
た

金
額
（

当
該

金
額

に
１

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
を

切
り

捨
て

る
も

の
と

す
る

。
）

を

も
っ

て
落

札
価

格
と

す
る

の
で

、
入

札
者

は
、

消
費

税
及

び
地

方
消

費
税

に
係

る
課

税
事

業
者

で

あ
る

か
免

税
事

業
者

で
あ

る
か

を
問

わ
ず

、
見

積
も

っ
た

契
約

金
額

の
1
1
0
分

の
1
0
0
に

相
当

す
る

金
額

を
入

札
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

 

２
 

競
争

入
札

参
加

資
格

 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

者
と

す
る

。
 

(
1
)
 
令

和
７

年
度

に
県

が
発

注
す

る
物

品
の

調
達

契
約

で
あ

っ
て

地
方

公
共

団
体

の
物

品
等

又
は

特
 

定
役

務
の

調
達

手
続

の
特

例
を

定
め

る
政

令
（

平
成

７
年

政
令

第
3
7
2
号

）
の

規
定

が
適

用
さ

れ
る

契
約

に
係

る
競

争
入

札
に

参
加

す
る

者
に

必
要

な
資

格
（

令
和

７
年

岡
山

県
告

示
第

1
9
7
号
（

物
品

の
売

買
、

修
理

等
の

調
達

契
約

に
係

る
競

争
入

札
の

参
加

資
格

、
資

格
審

査
の

申
請

手
続

等
。

以

下
「

資
格

告
示

」
と

い
う

。
）

に
定

め
る

資
格

を
い

う
。

）
を

得
て

い
る

者
で

、
格

付
区

分
が

Ａ

で
あ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

(
2
)

地
方

自
治

法
施

行
令

（
昭

和
2
2
年

政
令

第
16

号
）

第
167

条
の

４
第

２
項

の
規

定
に

該
当

し
な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
 

(
3
)

こ
の

公
告

の
日

か
ら

落
札

者
が

決
定

す
る

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
、

岡
山

県
物

品
の

売
買

、
修

理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成

19
年
岡
山
県
告
示
第

3
32

号
）

の
規

定
に

よ
る

入
札

参
加

の
停

止
の

措
置

を
物

品
の

売
買

、
修

理
等

に
関

し
て

受
け

て
い

る

者
で

な
い

こ
と

。
 

(
4
)

こ
の

公
告

の
日

か
ら

落
札

者
が

決
定

す
る

日
ま

で
の

間
に

お
い

て
、

岡
山

県
物

品
の

売
買

、
修

理
等

及
び

役
務

の
提

供
の

契
約

に
係

る
入

札
参

加
除

外
等

要
領

に
基

づ
く

入
札

参
加

除
外

の
措

置

を
物

品
の

売
買

、
修

理
等

に
関

し
て

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

(
5
)
 
民

事
再

生
法
（

平
成

1
1
年

法
律

第
2
2
5
号

）
に

基
づ

く
再

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い

る
者

又
は

会
社

更
生

法
（

平
成

1
4
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

基
づ

く
更

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い
る

者
（

再
生

手
続

開
始

の
決

定
又

は
更

生
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

い
る

者
を

除
く

。
）

で
な

い
こ

と
。

 

３
 

競
争

入
札

参
加

資
格

の
申

請
手

続
 

こ
の

一
般

競
争

入
札

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
者

で
、
２

(
1
)
の

資
格

を
得

て
い

な
い

も
の

は
、
資

格

告
示

に
基

づ
き

申
請

手
続

を
行

う
こ

と
。

 

〔
二
九
〇
〕
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

札
を
実
施
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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(
1
)  

申
請

先
及

び
問

い
合

わ
せ

先
 

〒
7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
管

理
班

 

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
3
8
 

 
(
2
)
 
申

請
期

限
 

令
和

７
年

７
月

1
7
日

（
木

）
正

午
 

４
 

契
約

条
項

を
示

す
場

所
等

 

(
1
)
 
契

約
条

項
を

示
す

場
所

、
入

札
説

明
書

等
の

交
付

場
所

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 

〒
7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
調

達
班

（
岡

山
県

庁
地

下
１

階
）

 

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
4
0
 

 
(
2
)
 
入

札
説

明
書

等
の

交
付

期
間

及
び

交
付

方
法

 

 
 

ア
 

交
付

期
間

 

令
和

７
年

６
月

2
7
日

（
金

）
か

ら
同

年
７

月
2
8
日

（
月

）
ま

で
（

岡
山

県
の

休
日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
岡

山
県

条
例

第
２

号
）

第
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

除
く

。
）

 

 
 

イ
 

交
付

方
法

 

(
1
)
の

場
所

に
て

交
付

す
る

。
 

ま
た

、
郵

送
に

よ
る

交
付

を
希

望
す

る
場

合
は

、
交

付
に

必
要

な
期

間
を

十
分

に
考

慮
し

、

返
信

用
封

筒
及

び
返

信
に

必
要

な
切

手
等

を
同

封
し

、
(
1
)
の

場
所

に
請

求
す

る
こ

と
。

な
お

、

交
付

す
る

入
札

説
明

書
等

は
、
縦

2
9
7
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
、
横

2
1
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
、
重

さ
約

1
0
0
グ

ラ
ム

で
あ

る
の

で
、

注
意

す
る

こ
と

。
 

 
(
3
)
 
入

札
書

の
提

出
方

法
 

入
札

書
の

提
出

は
、

持
参

又
は

郵
便

若
し

く
は

信
書

便
に

よ
る

送
付

（
以

下
「

郵
送

等
」

と
い

う
。

）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
4
)
 
入

札
及

び
開

札
の

日
時

及
び

場
所

 

 
 

ア
 

日
時

 

令
和

７
年

８
月

６
日

（
水

）
 

1
3
時

1
0
分

 

た
だ

し
、

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

令
和

７
年

８
月

５
日

（
火

）
1
7
時

を
受

領
期

限
と

す
る

。
 

 
 

イ
 

場
所

 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
地

下
１

階
入

札
室

 

た
だ

し
、

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

(
1
)
の

場
所

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

ウ
 

そ
の

他
 

持
参

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
入

札
開

始
前

及
び

開
札

開
始

後
に

お
い

て
は

、
入

札
書

の
提

出

を
受

け
付

け
な

い
。

 

５
 

入
札

者
に

要
求

さ
れ

る
事

項
 

こ
の

一
般

競
争

入
札

に
参

加
を

希
望

す
る

者
は

、
一

般
競

争
入

札
参

加
申

出
書

及
び

入
札

説
明

書

で
指

定
す

る
添

付
書

類
を

令
和

７
年

７
月

2
8
日
（

月
）
1
7
時

ま
で

に
、
４

(
1
)
の

場
所

に
提

出
（

郵
送

等
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

ま
た

、
入

札
参

加
希

望
者

は
、

契
約

担
当

者
か

ら
提

出
し

た
書

類
等

に
関

し
説

明
を

求
め

ら
れ

た

場
合

に
は

、
そ

れ
に

応
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

６
 

そ
の

他
 

 
(
1
)
 
入

札
及

び
契

約
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
及

び
通

貨
 

日
本

語
及

び
日

本
国

通
貨
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(
2
)
 
入

札
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
（

昭
和

6
1
年

岡
山

県
規

則
第

８
号

）
第

1
3
1
条

及
び

第
1
3
3
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
3
)
 
契

約
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
5
3
条

及
び

第
1
5
5
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
4
)
 
入

札
の

無
効

 

こ
の

公
告

に
示

し
た

競
争

入
札

参
加

資
格

の
な

い
者

の
し

た
入

札
、

入
札

者
に

求
め

ら
れ

る
義

務
を
履

行
し
な
か
っ
た
者

の
し
た
入

札
そ
の
他

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
4
0
条

各
号

に
掲

げ
る
入

札
に

係
る

入
札

書
は

、
無

効
と

す
る

。
 

 
(
5
)
 
契

約
書

作
成

の
要

否
 

要
 

 
(
6
)
 
落

札
者

の
決

定
方

法
 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
3
7
条

第
１
項

の
規

定
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
予

定
価

格
の
制

限
の
範

囲
内

で

最
低

の
価

格
を

も
っ

て
有

効
な

入
札

を
行

っ
た

者
を

落
札

者
と

す
る

。
 

 
(
7
)
 
そ

の
他

 

詳
細

は
、

入
札

説
明

書
に

よ
る

。
 

７
 

S
u
m
m
a
r
y
 

 
(
1
)
 
N
a
m
e
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
s
 
t
o
 
b
e
 
p
u
r
c
h
a
s
e
d
 
:
 

3
D
 
X
-
R
a
y
 
M
i
c
r
o
s
c
o
p
e
 

１
 
U
n
i
t
 
 

 
(
2
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
d
a
t
e
 
:
 

B
y
 
2
7
 
F
e
b
r
u
a
r
y
（

F
r
i
d
a
y
）

,
 
2
0
2
6
 

 
(
3
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
p
l
a
c
e
 
:
 

S
p
e
c
i
f
i
e
d
 
i
n
 
t
h
e
 
b
i
d
 
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
 
f
o
r
m
 

 
(
4
)
 
T
i
m
e
 
l
i
m
i
t
 
f
o
r
 
t
e
n
d
e
r
 
:
 

１
:
1
0
 
P
.
M
.
 
６

 
A
u
g
u
s
t
（

W
e
d
n
e
s
d
a
y
）

,
 
2
0
2
5
 

 
(
5
)
 
C
o
n
t
a
c
t
 
p
o
i
n
t
 
f
o
r
 
t
h
e
 
n
o
t
i
c
e
 
:
 

O
k
a
y
a
m
a
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
O
f
f
i
c
e
,
 
T
r
e
a
s
u
r
y
 
B
u
r
e
a
u
,
 
O
f
f
i
c
e
 

S
u
p
p
l
i
e
s
 
 
D
i
v
i
s
i
o
n
 

 
２

－
４

－
６

,
 
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
 
K
i
t
a
－

k
u
,
 
O
k
a
y
a
m
a
－

s
h
i
,
 
O
k
a
y
a
m
a
－

k
e
n
,
 
7
0
0
－

8
5
7
0
,
 

J
a
p
a
n
 

 
 
 
 
 

T
E
L
 
 
0
8
6
－

2
2
6
－

7
5
4
0
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二
九
一

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
借
入
件
名
及
び
数
量

岡
山
県
警
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末
の
借
入
れ

4
9
3
組

(
2
)
借
入
物
件
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末
借
入
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う

）
。

に
よ
る
。

(
3
)
借
入
期
間

令
和
８
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
1
3
年
１
月
3
1
日
ま
で

(
4
)
借
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
、
全
て
の
借
入
物
件
の
本
体
価
格
の
ほ
か
、
輸
送
費
及
び
入
札
説
明
書
等
に
記
載

す
る
作
業
等
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
し
、
１
月
当
た
り
の
単
価
（
本
件
借
入
れ

に
係
る
物
件
を
５
年
間
借
り
受
け
る
も
の
と
し
て
算
定
し
た
リ
ー
ス
料
総
額
の
6
0
分
の
１
に
相
当

す
る
額
）
を
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
、
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
1
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る

）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る

。

の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す

る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
７
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

令
和
７
年
岡
山
県
告
示
第
1
9
7
号

物
（

（

品
の
売
買
、
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う

）
に
定
め
る
資
格
を
い
う

）
を
得
て
い
る
者
で
、
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
物
品
の
売
買
、
修

理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2

号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
物
品
の
売
買
、
修
理
等
に
関
し
て
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
岡
山
県
物
品
の
売
買
、
修

理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置

を
物
品
の
売
買
、
修
理
等
に
関
し
て
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。
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(
6
)
納
入
す
る
機
器
に
つ
い
て
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
情
報
管
理
課
長
の
確
認
を
受
け
た
者
で

あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
、
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
、
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
期
限

令
和
７
年
８
月
５
日
（
火
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0

内
線
2
2
4
2

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
７
年
６
月
2
7
日
（
金
）
か
ら
同
年
８
月
1
8
日
（
月
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
、

返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し
、
(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と
。

な
お
、
交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
、
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
1
4
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

令
和
７
年
８
月
2
7
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

令
和
７
年
８
月
2
8
日
（
木
）

午
前
1
1
時

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
庁
舎
２
階
入
札
室

５
借
入
物
件
に
係
る
事
前
の
確
認

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
令
和
７
年
８
月
１

日
（
金
）
ま
で
に
入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
、
借
入
物
件
に
係
る
岡
山
県
警
察
本
部
警
務

部
情
報
管
理
課
長
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則

昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号

第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項
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こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
、
令
和
７
年
８
月
1
8
日
（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
、

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
入
札
参
加
希
望
者
は
、
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
、
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
l
e
a
s
e
d
:

N
e
t
w
o
r
k
t
e
r
m
i
n
a
l
4
9
3
s
e
t
s

(
2
)
L
e
a
s
e
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１

F
e
b
r
u
a
r
y
,
2
0
2
6
t
h
r
o
u
g
h
3
1
J
a
n
u
a
r
y
,
2
0
3
1

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
2
7
A
u
g
u
s
t
,
2
0
2
5

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６

U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
E
L

0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
4
2
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

降
魔
信
行
後
援
会

花

田

凌

亮

降

魔

信

行

小
田
郡
矢
掛
町
小
林
三
二
五
―
三

令
和
七

・

五
・

二

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

難

波

ち
な
み

坂

本

祐

志

瀬
戸
内
市
邑
久
町
本
庄
二
〇
八
八
―
五

〃

五
・
一
九

矢
掛
ゆ
め
キ
ャ
ッ
ト
の
会

竹

内

常

夫

川

上

生

栄

小
田
郡
矢
掛
町
小
林
三
二
五
―
一

〃

五
・

七

山
本
良
通
後
援
会

山

本

良

通

山

本

良

通

浅
口
市
金
光
町
八
重
二
三
一
―
二

〃

五
・

九
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

く
に
と
も
さ
よ
サ
ポ
ー
タ
ー

國

友

彩

葉

代
表
者
の
氏
名

國

友

彩

葉

喜

多

雅

一

令
和
七

・

五
・

一

ズ黒
石
健
太
郎
後
援
会

黒

石

健
太
郎

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

瀬
戸
内
市
邑
久
町
本
庄
二
〇
八
八
―
五

岡
山
市
中
区
海
吉
一
二
六
四
―
四

〃

五
・

七

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

松

井

修

一

羽

場

頼
三
郎

〃

〃

多
賀
紀
代
子
後
援
会

多

賀

里

実

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

井
原
市
芳
井
町
宇
戸
川
四
〇
五

井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
六
四
五

〃

四
・
二
七

津
村
啓
介
後
援
会

津

村

啓

介

会
計
責
任
者
の
氏
名

難

波

ち
な
み

津

村

啓

介

〃

五
・

一

広
田
均
後
援
会

廣

田

均

代
表
者
の
氏
名

廣

田

均

鳴

坂

進

〃

五
・
一
九

松
本
よ
し
た
か
後
援
会

生

末

勝

会
計
責
任
者
の
氏
名

松

尾

博

文

高

田

理

恵

令
和
六

・
一
二
・
二
〇
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

国
民
民
主
党
岡
山
県
第
１
区
総
支
部

川

合

孝

典

令
和
七

・

三
・
三
一

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

こ
み
な
み
源
二
後
援
会

古

南

源

二

令
和
七

・

四
・
三
〇

土
屋
将
後
援
会

土

屋

将

〃

四
・
二
四

み
む
ら
友
男
後
援
会

高

田

正

弘

〃

五
・

七

森
岡
さ
と
子
後
援
会

黒

田

正

治

令
和
六

・

四
・
三
〇
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

國

友

彩

葉

参
議
院
議
員

く
に
と
も
さ
よ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

岡
山
市
北
区
京
町
一
三
―
五
高
田
ビ
ル
一
階

令
和
七

・

五
・

一

廣

田

均

瀬
戸
内
市
議
会
議
員

広
田
均
後
援
会

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
三
一
四
―
一

〃

五
・
一
九
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◎
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
公
告
第
七
七
八
号 

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
□
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
□
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
□
令
和
六
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
□ 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日 

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長 

 

大 
 

舌 
 

 
 

 

勲 
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※  一部事務組合等には、共済組合を含む。

貸 付業 務

２１人

保 健 貯 金

３人 ０人

経理単位 計

２人 １人 ２７人人   員

 長期平均標準報酬の月額（円）

３  組合の職員数

30,570,617

-

-

-

第三号厚生
年金被保険者

19,001

7,465,078

392,878

30,641,589

9,290,210

334,324

36,334,389

計

27,788

7,485,538

393,189

7,247

船員短期
組合員

4

-

-

-

910

227,500

3,946

650,000

407,568

5,888

1,530

765,000

5,308

1,950

975,000717,500

6,163

639,200

長期
組合員

2

1,210

605,000407,555

3,744,476

950,450

 短期標準期末手当等の額の
 年度累計額      （千円）

90,648 3,744,476

395,884

26,673,496

70,089

20,170

806,800

195,753

51,660

計

２  組合員数、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額の年度累計額等

一般組合員

一般職 特別職
市町村長
組合員

村

2

市町村長
長期組合員

2

1,300

組合員種別

一部事務

41

市

15

町

10

１  組合に属する地方公共団体数

389,763

26,609,511

6,570,888

620,416

 長期標準期末手当等の額の
 年度累計額      （千円）

68

16,598

6,469,278

72

44,670

25

15,980

224,527

 短期標準報酬の月額  (千円）

 短期平均標準報酬の月額（円）

宿 泊

 組 合 員 数         （人）

 長期標準報酬の月額 （千円）

任意継続
組合員

529

-

-

-

121,194

229,100

-

短期組合員

8,146

-

-

後期高齢者等
短期組合員

-

特定消防
組合員

2,332

950,420

1,556,012

191,015

5,540,417

71

-

-

-

12,766

179,802

32,905

382,857

10,564

船員一般
組合員

7

2,680

382,857

10,564

2,680
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経 過 的 長 期 経 理

125,936
(8,467)
(2,901)

(113,242)

計
差 引 当 期 損 失 金
前年度末利益剰余金

17,849,908

千円

次年度繰越利益剰余金

125,936
125,936

[ 追 加 費 用 ]

連 合 会 払 込 金
連 合 会 拠 出 金
業 務 経 理 へ 繰 入
任 継 掛 金 還 付 金
次年度繰越支払準備金

前 期 損 益 修 正 損 0

負 担 金 払 込 金

2,177,818
2,464,183

負 担 金 払 込 金 879,751
掛 金 払 込 金

計

[旧恩給組合条例給付に係る払込金]

計

861,279
32,814
11,615

（収  入）

[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

（支  出）

負 担 金

(1,326)
125,936

286,365

1,369,853

負 担 金
[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

(978,142)

(7,937,007)
10,706,679

千円

15,661,419
10,706,679
26,368,098

計

[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

千円

（収  入）

短 期 掛 金 ( 任 継 掛 金 を含 む )

利 息 及 び 配 当 金
賠 償 金
前年度繰越支払準備金

計
（支  出）

（収  入）
短 期 経 理

４  各経理単位別収支状況

短 期 負 担 金
介 護 負 担 金

厚 生 年 金 保 険 経 理

流行初期医療確保拠出金

保 健 給 付
休 業 給 付

千円

介 護 掛 金 ( 任 継 掛 金 を含 む )

補 助 金

3,187,648

0

2

附 加 給 付

前期高齢者納付金
後期高齢者支援金
病 床 転 換 支 援 金

(2,769,672)
26,368,098

[ 追 加 費 用 ]
組 合 員 保 険 料

1,759,490
千円

千円

計
（支　出）

掛 金
[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

879,751
(652,150)
(227,601)

879,739
(652,168)
(227,571)

介 護 納 付 金

765,346

879,739
1,759,490

退 職 等 年 金 経 理

186,902

35,372

（収  入）
負 担 金
[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

一部負担金払戻金

3,309
3,830

1,336,416
17,563,543

千円
7,928,062

退職者給付拠出金 14

1,675,676

災 害 給 付

6,885,137
834,620

6,920,925
845,559

0

660

千円

1,677,968

計

[ 公 的 負 担 金 ]

116,697

計
（支　出）
負 担 金 払 込 金
組 合 員 保 険 料 払 込 金

15,661,419
(7,938,107)
(2,769,555)
(3,975,615)

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

連 合 会 交 付 金 733,443
雑 収 入 304
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次年度繰越利益剰余金 487,377

連 合 会 分 担 金 3,925

前 年 度 末 利 益 剰 余 金 614,895
次年度繰越利益剰余金 384,012

計 845,698
差 引 当 期 損 失 金 230,883

負 担 金 3,141

宿 泊 経 理 へ 繰 入 204,327

[ 特 定 健 診 等 負 担 金 ]

掛 金
[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

委 託 費
旅 費 ・ 事 務 費

利 息 及 び 配 当 金
雑 益

(3,980)

保 健 経 理

特定健康診査等費
[特定健康診査費]
[特定保健指導費]

計
（支  出）

（収  入）
負 担 金
[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ]

職 員 給 与
厚 生 費

保 険 手 数 料
連 合 会 交 付 金

291,356
(213,376)
(72,046)

賃 借 料
普及費・調査研究費

千円
289,398

(213,373)
(72,045)

28,633
0

17,634
553,283

473
4,955

前 年 度 末 利 益 剰 余 金

13,264
3,622
2,418

減価償却その他の支出 154

消 費 税 3,857

614,815
千円

減 価 償 却 費
そ の 他 の 支 出

計
差 引 当 期 損 失 金

35,576
(7,238)

(28,338)
4,497

業 務 経 理

501
1,416

380,324
9,585

496,962

連 合 会 分 担 金 13,560
事務費負担金払込金 104,235

負 担 金 22,330
消 費 税 6,972

賃 借 料 28,941
普 及 費 14,890

旅 費 ・ 事 務 費 21,322
委 託 費 20,154

（支　出） 千円
役 職 員 給 与 146,003

計 370,739

千円
支 払 利 息 9,452 短期経理より繰入 32,814

雑 収 入 21

利 息 及 び 配 当 金

利 息 及 び 配 当 金 9,452
計 9,452

補 助 金 3,793

負 担 金 235,558
連 合 会 交 付 金 98,225

328

（収  入）

（支  出）

退 職 等 年 金 預 託 金 管 理 経 理
（収  入） 千円

経 過 的 長 期 預 託 金 管 理 経 理

計 9,452

千円 （収  入） 千円
利 息 及 び 配 当 金 0

計 0
（支  出） 千円
支 払 利 息 0

計 0

[ 任 意 継 続 組 合 員 分 ] (5,934)
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次年度繰越利益剰余金 183,467

差 引 当 期 利 益 金 16,365

そ の 他 の 支 出 35

計 501,025

前 年 度 末 利 益 剰 余 金 167,102

保 険 料 809
被 服 費 154
減価償却費・固定資産除却損 51,842
貸 倒 引 当 金 繰 入 335

次年度繰越利益剰余金 217,174

そ の 他 の 支 出 66
計 19,897

支 払 利 息 9,427

負 担 金
消 費 税

6,879
8,298

差 引 当 期 損 失 金 6,220
前 年 度 末 利 益 剰 余 金 223,394

連 合 会 払 込 金 0

普 及 費 1,894
消 費 税 477

賃 借 料 1,185
負 担 金 592

旅 費 ・ 事 務 費 2,150
委 託 費 349

次年度繰越利益剰余金 4,321,932

連 合 会 交 付 金 58

計 13,677
（支  出） 千円
職 員 給 与 3,757

差 引 当 期 利 益 金 157,785
前 年 度 末 利 益 剰 余 金 4,164,147

そ の 他 の 支 出 409
計 616,554

消 費 税 671
支 払 利 息 597,206

普 及 費 2,071
負 担 金 1,521

旅 費 ・ 事 務 費 3,532
賃 借 料 2,437

774,339
（支  出） 千円
職 員 給 与 8,707

組合員貸付金利息 13,543
有 価 証 券 売 却 益 1,125

貯 金 経 理
（収  入） 千円

償 還 差 益 1,636
計

利 息 及 び 配 当 金 771,578
千円

利 息 及 び 配 当 金
貸 倒 引 当 金 戻 入
保 健 経 理 よ り 繰 入

賃 貸 料

宿 泊 経 理
（収  入）
施 設 収 入

千円
278,082

12,265
5,437

5,284
22,509
59,970

131,262
59,475
29,769
95,869
8,444

商 品 仕 入
事 業 用 消 耗 品 費

賃 借 料
普 及 費

飲 食 材 料 費
委 託 費
委 託 管 理 費
光 熱 水 料
修 繕 費
洗 濯 費

27,823
1,016

384

517,390

204,327
0

計
（支  出）

2,389旅 費 ・ 事 務 費

償 還 差 益

千円

商 品 売 上 5,758

貸 付 経 理
（収  入）

利 息 及 び 配 当 金 76
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